
                                           

ご 挨 拶 

 

東京でオリンピック・パラリンピックが開催される2020年の6月27日（土）～28（日）に第14回  

日本慢性看護学術集会を、群馬県安中市（あんなかし）で開催させていただくことになりました。 

 オリンピック・パラリンピックに出場するアスリートたちは、多くの困難を乗り越え、晴れの舞台、

楽しい舞台を迎えるのでしょう。慢性看護においても、困難なことが山積していますが、困難を乗り越

えたときにこそ感じる楽しさもあります。 

 もちろん、慢性病患者様にとっての毎日は、決して楽しいことばかりではありません。しかし、それ

でも、一瞬でも、何かに対して「楽しい」と感じるときがあるのではないでしょうか？その時見せる   

患者様の微笑み、その瞬間を逃さないことで、患者様と一緒に楽しさを共に味わえるのだと思います。 

 皆様に「楽しさ」を感じていただくために、会場や企画に工夫を凝らしております。「慢性看護学の楽

しさを未来につなぐ」というテーマの通り、学術交流を楽しんでいただき、さらに安中の地を楽しみ  

ながら、慢性看護の未来へ思いをはせていただけるよう鋭意準備して参ります。 

 皆様のお越しを、心からお待ちしております。 
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ここまでの文章を、学会準備当初から紹介させていただいておりました。しかし、2020 年   

4 月 7 日に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対する緊急事態宣言が政府から 7 都道

府県にだされ、オリンピック・パラリンピックも延期となりました。本学会も感染予防策とし

て、会場に集まる集合開催を断念し、Web開催とすることにいたしました。 

学術集会を心待ちにしていた皆様、集合開催の関係者の皆様には多大なるご迷惑をおかけ 

して大変申し訳なく思っております。この場を借りてお詫び申し上げます。 

 

集合開催は不可能となりましたがここまでの道のりで、「山は動く」ということを経験いた

しました。それは、開催地である安中市から、本会のために助成金の支給が決まったことです。

結局は Web 開催となりましたのでこの件も白紙にはなりましたが、胸躍る経験ではありまし

た。 

慢性看護を取り巻く環境には多くの課題もありますが、「山は動く」ということを信じて  

これからも皆様とともに進んでいきたいと思います。 

 

最後になりましたが、今般の新型コロナウイルス感染症により命を落とされた方にお悔やみ

申し上げると共に現在闘病中の皆様、ならびに関係の方々には心からお見舞い申し上げます。

そして対応にあたっておられるわたしたち医療者の仲間、そして関係者の皆様に心より感謝と

エールを送ります。 
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第 14 回日本慢性看護学会学術集会 プログラム 

Web 開催 会期 2020 年 9 月 7日（月）～27 日（日） 
以下は当初予定していた開催日時 2020 年 6 月 27 日（土）～28 日（日）を掲載しています。 

WEB 配信は、会期中いつでも視聴いただけます。 

2020 年 6 月 27 日（土） 

9:15 開場 受付開始 

9:50～10:00 開会式 

10:00～10:40 会長講演 「慢性看護の楽しさを未来につなぐフィジビリティスタディ」 

演者：岡 美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

座長：古賀 明美（佐賀大学医学部看護学科） 

10:50～11:50 特別講演Ⅰ 「看護者一人ひとりの見方と対話を大切にする臨床倫理の技法： 

MCD（moral case deliberation）」 

演者：服部 健司（群馬大学大学院医学系研究科） 

座長：米田 昭子（山梨県立大学看護学部） 

12:10～13:10 ランチョンセミナーⅠ 「日本におけるリウマチ看護の進歩 ～看護の臨床現場から 

アジア・ヨーロッパリウマチ学会での研究教育活動を含めて～」

演者：中原 英子（大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科） 

座長：黒江 ゆり子（岐阜県立看護大学看護学部看護学科） 

共催：旭化成ファーマ株式会社 

※本講演のみ、Zoom ウェビナーによる Live 配信です。

12:10～13:10 ランチョンセミナーⅡ

12:10～13:10 ランチョンセミナーⅢ

「データヘルス計画と看護師の新たな役割」 

演者：森山 美知子（広島大学大学院医系科学研究科） 

座長：高山 望（看護コンサルタント harvester） 

共催：株式会社ＤＰＰヘルスパートナーズ 

「一人ひとりが輝くコンチネンスケア」 

演者：並木　幸代（ユニ・チャームメンリッケ株式会社） 

事例１：「職員の意識変化でケアが変わる！ 

～病院だからこそコンチネンスケアを～」 

演者：下田　勇・石川　典子（角田病院）  

事例２：「尊厳を守るコンチネンスケア」 

演者：松澤　忍（ナーシングホームみのわ） 

共催：ユニ・チャームメンリッケ株式会社 

13:30～14:30 市民公開講座 「おひとりさまでも最期まで在宅で：そのために専門職にできること」 

演者：上野 千鶴子 

（東京大学名誉教授・社会学者／ 

認定ＮＰＯ法人ウィメンズアクションネットワーク理事長） 

座長：岡 美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

挨拶：茂木 英子（安中市長） 

WEB 配信 

WEB 配信 

WEB 配信 

WEB 配信 

WEB 配信 

LIVE 配信 

９月 26 日

12:30～ 



13:50～14:50 一般演題 口演 第１群 

14:00～15:00 一般演題 口演 第２群 

14:40～16:10 

 

シンポジウムⅠ 「繋ぐ、埋める、共有する： 

ナーススペシャリストが開拓する多様な働き方」 

演者：西 依見子（Taste＆See／千里金蘭大学看護学部） 

木嶋 千枝（ナースファシリテーターAbeby／大誠会内田病院） 

   本田 和也（国立病院機構長崎医療センター脳神経外科） 

   加澤 佳奈（広島大学大学院医系科学研究科成人看護開発学） 

座長：本庄 恵子（日本赤十字看護大学看護学部） 

二渡 玉江（群馬大学大学院保健学研究科） 

15:00～16:25 シンポジウムⅡ 「リウマチ看護のパラダイムシフト ～看護の質の向上を目指して～」 

演者：房間 美恵（宝塚大学看護学部） 

   宇多 雅（京都看護大学看護学部看護学科） 

   松浦 江美（長崎大学生命医科学域：保健学系） 

   黒江 ゆり子（岐阜県立看護大学看護学部看護学科） 

中原 英子（大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科） 

座長：粟生田 友子（埼玉医科大学保健医療学部看護学科） 

荻原 京子（群馬県看護協会） 

15:10～16:10 政策委員会企画 

政策セミナー 

「入退院支援システム導入に向けた取り組み  

～組織づくりと教育・実践・評価まで～」 

演者：近藤 芳子（東京女子医科大学病院） 

   坂井 志麻（杏林大学保健学部） 

座長：坂井 志麻（杏林大学保健学部） 

東 めぐみ（日本赤十字北海道看護大学看護学部） 

15:10～15:40 スイーツセミナーⅠ 「梅の活用と健康効果」 

演者：岡 美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

座長：本井 裕二（公益財団法人丹後中央病院） 

共催：一般社団法人安中市観光機構 

15:10～16:10 一般演題 示説 第６群 

15:50～16:30 地域密着講演 「温泉セラピーよもやま話」 

演者：小泉 淳（ホテル磯部ガーデン） 

座長：佐藤 明美（医療法人済恵会 須藤病院） 

16:40～17:40 総会 総会・学会賞授賞式 

 

 

 

 



 

2020 年 6 月 28 日（日） 

7:30～8:00 ヨーガ療法 ヨーガ療法体験 

講師：善如寺 留美子 （NPO 法人ヨーガ療法士会群馬幹事長／ 

プラヴァナ・ヨーガ研究所主宰） 

コーディネーター： 新井 清美 （信州大学学術研究院保健学系） 

8:30 開場 

受付開始 

 

9:20～10:20 特別講演Ⅱ 「慢性の病いにおける『言いづらさ』とライフストーリーと。」 

演者：黒江 ゆり子（岐阜県立看護大学看護学部看護学科） 

座長：佐藤 栄子（足利大学看護学部看護学科） 

9:20～10:20 特別講演Ⅲ 「１型糖尿病歴 41 年を振り返って」 

演者：善如寺 留美子（NPO 法人ヨーガ療法士会群馬幹事長／ 

プラヴァナ・ヨーガ研究所主宰） 

座長：新井 清美（信州大学学術研究院保健学系） 

9:20～10:20 一般演題 口演 第３群 

9:20～10:20 一般演題 示説 第７群 

10:30～11:50 慢性看護学の知の発展

推進事業 

「『慢性看護における事例研究推進プロジェクト』 

慢性看護実践の追体験をふまえた事例研究法を目指して」 

演者：黒江 ゆり子（岐阜県立看護大学看護学部看護学科） 

内田 雅子（高知県立看護大学） 

東 めぐみ（日本赤十字北海道看護大学看護学部） 

伊波 早苗（草津総合病院） 

山本 力（就実大学大学院） 

木下 幸代（聖隷クリストファー大学） 

小長谷 百絵（上智大学総合人間学部） 

本庄 恵子（日本赤十字看護大学） 

森田 夏実（東京情報大学看護学部） 

10:30～11:50 

 

教育講演 「Strategies to Improve the impact of your qualitative research」 

（質的研究のインパクトを向上させるための方略） 

演者：Wendy Chaboyer（オーストラリア・グリフィス大学看護 

助産学部／International Journal of Nursing Studies 編集委員) 

逐語訳あり：(通訳)金泉 志保美（群馬大学大学院保健学研究科） 

10:30～11:30 一般演題 口演 第４群 

10:40～11:40 一般演題 口演 第５群 

10:40～11:40 一般演題 示説 第８群 

11:40～12:00 学会賞受賞講演  

   

   

WEB 配信 

WEB 配信 

WEB 配信 



12:10～13:10 ランチョンセミナーⅣ 「慢性看護学の臨床に役立つサプリメントの知識」 

演者：石橋 明博（石橋メディカルイメージング有限会社） 

座長：片田 裕子（公立大学法人富山県立大学看護学部） 

共催：株式会社ディーエイチシー 

12:10～13:10 ランチョンセミナーⅤ 「安全第一主義が目指す健康経営 ～社員の健康と安心を育む会社～」 

演者：宇佐見 和宏（株式会社ボルテックスセイグン） 

座長：任 和子（京都大学大学院医学研究科） 

共催：株式会社ボルテックスセイグン 

12:10～13:10 ランチョンセミナーⅥ 「睡眠習慣を整え、キラキラ楽しく輝く私に ～ご自分に合った『快眠法』

を見つけることで、仕事や生活の質を上げるポイント～」 

演者：國井 修（一般社団法人日本快眠生活研究所） 

座長：森 菊子（兵庫県立大学看護学部） 

共催：東洋羽毛北関東販売株式会社 

13:20～14:20 シンポジウムⅢ 「看護の教育的関わりモデルとともに歩んだ四半世紀 

～患者教育の拠りどころを未来につなぐ～」 

演者：河口 てる子（日本赤十字北海道看護大学看護学部) 

太田 美帆（東京家政大学健康科学部看護学科） 

井上 智恵（大阪医科大学附属病院） 

大澤 栄実（国立病院機構名古屋医療センター） 

野川 道子（北海道医療大学看護福祉学部看護学科） 

座長：安酸 史子（関西医科大学看護学部看護学科） 

東 めぐみ（日本赤十字北海道看護大学看護学部） 

13:20～14:20 シンポジウムⅣ 「語ること、書くこと、そして読むこと」 

演者：寶田 穂（武庫川女子大学看護学部看護学科） 

八塚 美樹（富山大学学術研究部医学系成人看護学） 

岡 美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

座長：上星 浩子（群馬パース大学保健学部看護学科） 

13:20～14:20 学会誌編集委員会企画 「慢性看護学の知の創出への道：オンライン投稿へのすすめ 

よい論文を書いてゆくために」 

演者：森本 美智子（岡山大学） 

下村 晃子（横浜市立脳卒中・神経脊椎センター） 

田中 真琴（東京医科歯科大学） 

柴山 大賀（筑波大学） 

住谷 ゆかり（日本赤十字看護大学） 

田中 孝美（日本赤十字看護大学） 

本庄 恵子（日本赤十字看護大学） 

座長：森本 美智子（岡山大学） 

13:20～14:20 一般演題 示説 第９群 

WEB 配信 

WEB 配信 



13:50～15:00 研究交流推進委員会 

ワークショップ 

「【慢性疾患患者が生き生きと生活することを支える伴走モデル】の実践

での適用について、考えよう！」 

演者：米田 昭子（山梨県立大学） 

馬場 敦子（三菱神戸病院） 

内海 香子（岩手県立大学） 

谷本 真理子（東京医療保健大学） 

長谷川 智子（北海道大学病院） 

須森 末枝子（山梨県立中央病院） 

村岡 宏子 

14:20～15:20 特別講演Ⅳ 「在宅を支える施設連携の推進」 

演者：須藤 英仁（医療法人済恵会 須藤病院） 

座長：佐藤 由美（群馬大学大学院保健学研究科） 

14:20～15:20 交流集会 瀬尾 昌枝 他 

14:50～15:20 スイーツセミナーⅡ 「慢性看護に役立つ認知症高齢者の視点取得」 

演者：内田 陽子（群馬大学大学院保健学研究科） 

座長：錦 小百合（東邦病院） 

共催：有限会社大手製菓 

15:30～15:40 閉会式  

 

WEB 配信 

WEB 配信 




